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気候要素の地域性について

三　寺　光　雄＊ 籾　山　政　子＊

　　　　　　　　　1）は：じめに

　天気，あるいは天候を単位とした，1つのPopulation

に関する法則の究明は，明らかに気候学の問題である．

上述の立場から気候を論じる場合は2つの面が考えられ

る．1つはPopulationの時間的変動にっいての問題で，

あとの1つは，Populationの空間的な変動についてであ

る，第1の問題については，気象研究所の小河原正己氏1）

とその協力老によって，研究が進められた．だが第2の

問題については，第1の問題に比較して，かなりたちお

くれている．もっとも応用面2）3）では，部分的調査研究

はある，しか「し系統的な研究は，みられない．われわれ

は上述における第2の課題を中心として研究を進めてい

るのであるが，ここでは気候要素の地域性の問題につい

て述べたい．

　気候要素の地域性の問題は，それが気候学の基本的な

問題の1つであると同時に，直接応用面4）からも強く要

望されるところである．例えば気候変動などを調査する

ような場合とか，気候区設定するような場合，襯測密度

を決定するような場合，また産業計画にあたって，1地

点の気候資料にもとずいて，囲辺の気候を推定するよう

な場合，等々・これ等の問題解決は，結局，気候要素の

地域性の問題解決と関連が深い．われわれは，この数年

気候学に因子分析法を導入する試みと共に上述の問題解

決につとめてきた．　　　　　　　　、

　　　　　　　　　2）概　　　念

　地域とか地域性といった概念については，論議の多い．

ことと思うが，ここでは一応われわれの仕事に関する範

囲に止めたい，したがっ』て，ここでいう地域とは，現象

が場所的広がりをもつことによって起る差異の総称とし

て考えたい．また差異とは，現象の構造に対応’して生ず

る場合，また1つの目標と水準があたえられた場合に生

ずる差異を含める．上述の規定に『したがって，地域性を

具体的に検討する場合，1つの手段として統計的方法が

もちいられる．われわれは，平均値，分散，相関係数の

3つの統計量にもとずいて地域性を検討しようとするも

のであるが，今回は主として相関係数の面から検討した
い
． ここでとりあげた気候要素は，月降水量である．統

計年数は，50年（1901～1950）全国20ヵ所をえらんだ，

もっとも地域性を検討するためには，多くの地点をとる

ことは理想であるけれども研究費などの点から制限され
る．

　　　　　　　　　3）方　　　法

　相関係数をもって気候要素の地域性を検討するという
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考え方は，相関係数が距離の函数として・どのような値

を示すか，ということであろう．また，気候要素の時間

的な単位を変化させた場合，相関係数と距離の関係はど

うなるか，例えば，日雨量，旬雨量・月雨量・年雨量等

々，をもちいて同時相関係数の分布状態，また同時相関

の季節的な変動，例えば月降水量の冬，春，夏・秋，等

について同時相関の分布，などが考えられる．

　月降水量の分布型は，経験的には，P型あるいは・対

数正規が良く適合する．われわれは・月降水量の相関係

数を求めるにあたって対数によって一応正規型に変換し

た，更にこの値を，それぞれの地点について，標本平均

値，乳，舜2……死2。，標本変動311，S12，∵一S2。・20，

標本標準偏差S、，S2……S2。，を計算し’，各地について

！1乞一κゼりσ・，∫2乞二κジ％2，・一i2。乞一埜軸％2・．

　　　SI　　　　　　　　　　　S2　　　　　　　　　　　　　　　S20

それぞれ平均値，駕＝0，母標準偏差σ＝1の正規分布

に変換した．次に標本変動と共変動の計算として・標本

変動S、1，S22，・一S20・20ならびに2つずつの地点

の組合せについての共変動C12，C13一・C19120を計

算する．

　標本相関係数7αβは

　　7αβ㌃S鴇媚一鑑β一L乞・一2・

　　　　　　　　　　　　　　　αギβ

　以上の操作をほどこしたのは，因子分析に直接利用す

るために，このような手続をとったのである．

1957年2月

　　　　　　　　　4）考　　　察　　　、

　地点における月降水量は，局地的な原因κ入と全般的

な原因夕によって構成されているものと考えれば，地

点ら，」2の2地点における降水量Xの値が，全般的
な原因よりも局地的原因に大きく支配されるとすれば，

らとらの間の相関は小さいものと思われる．一方原因

ツが支配的因子である揚合は，らを中心として，ら，ら

　　　i。地点の相関係数は，それぞれの距離と何等かの

対応があると考えられる，このことを検討するためには，

地理的に一様な地域が理想である．例えば緯度効果が無

視できるような地点で幾つかの測点がえられること，が

考えられる．日本では，このような地域はのぞめないの

で・一応鹿児島をらとして・，，太平洋側と・。貝本海側の

2つの地域に層別して考えることとした．太平洋側では

大分，高知，大阪，名古屋，東京，石巻，根室の7地点，

日本海側としては，福岡，境，金沢，新潟，青森，札幌

の6地点である．
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第1図は・X軸に鹿児島から各地点までの距離，Y軸

は・鹿児島と各地点の1月の降水量についての同時相関

係数である．この図から明らかなように，日本海側と太

平洋側とでは・相関係数が距離によって減少の仕方は，
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　　　　第1図　鹿児島と各地点の1月降水

　　　　量の同時相関係数と距離との関係

異なっている．太平洋側では相関係数の有意限界（α＝

0・01）は大体0．4位であるから，これから考えると，か

なり広範囲にわたってずは高く，しかも減少の仕方は，

きわめて緩慢である．それに較べて，日本海側における

相間係数と距離の関係は，急速な減少の仕方を示してい

る相関係数の有意限界α＝0．01は0．4とすれば，せい

ぜい，300K位の範囲となる．こうした2つのきわだっ

た特徴は・すでに述べた原因κ入と夕の作用範囲の差異

を示すものと思われる．このことは季節によってもみら

れる．第2図は8月について試みたものである．8月の

特徴は相関係数の有意範囲から指定される地域的な範囲

述べたような，特徴を示しているが，4月になると，2

うの型は・しだいに接近する．8月に入っては全く区別

がむずかしい程になり，10月になると再び特徴的な2つ

の型を示す．第3図は4カ月の平均的な値について，日

本海側と，太平洋側とについて試みたものである．
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第3図　同上4ヵ月平均値による関係

　5）
　気候要素の地域性を検討するためには，更につっこん

で季節的な変化も充分検討する必要がある．今回は月降

水量にっいて2，3の点を取り扱ったにしかすぎないが，

今後更にこうした問題を発展させていきたい．
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第2図　同上8月降水量

は・日本海側と太平洋側とほぼ一致していることであろ

う・われわれは・1月，4月，8月，10月について試み

たのであるが・1月は太平洋側と日本海側では，すでに
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